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１．はじめに 

ブリルアンセンシングにおいて、BDG(Brillouin 

Dynamic Grating)が温度と歪の分離測定に有効で

あり 1、さらに BDG の生成に用いられる Pump

光と Probe光に apodizationを施し、高空間分解能

化を達成した報告がある 2。本論文では、Read光

にも apodization を施し、さらなる高空間分解能

化が達成できることを報告する。 

２．実験方法 

偏波維持ファイバを用意し、一端から Pump光

を、他端から Probe光を x偏波として対向伝搬さ

せ、BDGを生成する 1。さらに Pump光と同じ側

から y偏波として Read光を入射し、その反射ス

ペクトルを観測する。この BDGを位置選択的に

発生させるため、レーザ発振周波数に正弦波状に

周波数変調を施した 2。こうして試験ファイバの

1点を観測し、その周辺を５℃の水に浸した。こ

の温度変化がある部分の長さを変えつつ、正しい

温度を検知できる最小のファイバ長を求めた。先

行研究では 2、Pump 光と Probe 光に apodization2

を施し、高空間分解能化に成功した。今回はその

実験を再現しつつ、apodization を Read 光にも施

し、２つの実験の結果を比較した。 

３．実験結果 

図１に、Read 光にも apodization を施した場合

の実験結果を示す。この室温に相当するピーク周

波数と５℃の水に相当するピーク周波数のパワ

ーの差を、水に浸す長さの関数としてプロットし

たものが図２である。Read 光にも apodizationを

施した際の空間分解能は約 20cm ほどであり、2

光にのみに apodization を施した場合より 2 倍近

く空間分解能が向上している。 

４．まとめ 

本実験では、apodizationを Read 光にも施すこ

とで、空間分解能をさらに向上させ得るという結

果を示した。 
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Fig. 1 Reflection spectrum of Read light when changing 

immersed length. 

 
Fig. 2 Reflection power difference between room 

temperature and 5℃ when changing immersed length  
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